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住
居
表
示
整
備
事
業
の
お
知
ら
せ

忍矧函

測祠

藻
週
靖
．
藩
汗
唱
．
陳
埋
靖
［

『
　
東
町
四
丁
目
．
東
町
五
丁
目
・
東
町
六
丁
目
一

「
ー
ト
ー
ー
ー
i
l
l
祷
塔
昧
」

住
居
表
示
説
明
会
の

　
　
　
開
催
に
つ
い
て

市
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
住
居
表
示
整
備
事
業
を
享
、
施
し

で
、
い
ま
す
が
、
来
る
十
月
一
日
か
ら
今

年
度
の
対
象
区
域
が
注
居
表
示
実
施
に

よ
り
、
「
東
町
一
丁
日
、
東
町
二
丁
目
、

東
町
三
丁
目
、
東
町
四
丁
目
、
東
町
五

丁
目
、
東
町
六
丁
目
」
レ
一
変
わ
り
ま
す

（
図
参
照
〕

つ
い
て
は
こ
れ
に
伴
う
新
住
所
の
表

し
方
、
・
〆
、
の
他
諸
手
続
き
等
に
つ
い
て

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
の
て
、
吋
象
区
域
の
方
は
忘
れ
す
に

出
席
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

・
日
時
　
九
月
五
日
　
午
ρ
．
侯
し
時
～

・
場
所
　
ひ
か
り
幼
稚
園
ホ
ー
ル

説
明
会
で
お
配
り
す
る
も
の

住
居
表
示
通
知
書

住
居
番
号
表
示
榎

住
居
表
示
案
内
図

実、

施
後
の
諸
手
続
き
等
に
つ
い
で
、

通
信
用
無
料
は
が
き

住
居
表
。
小
変
．
更
証
明
書

、
評
し
・
■
、
は
都
市
計
．
画
鰍
聡
務
係

　
費
、
一
万
二
．
．
．

　
『
内
線
　
．
、
四
一
』
一
へ

　住居表示実施区均

　　　　平成元年1〔）月

　尖、　＝豊霞3露σ折鴨〕

奥
州
街
道
ふ
れ
あ
い
の
館
建
設
中

城
北
町
の
旧
白
石
郵
便
局
跡
地
に
、

水
道
事
業
所
庁
論
…
ε
五
平
方
，
，
＾
ー

ト
ル
一
に
併
設
し
で
、
，
地
域
，
住
民
の
自

主
的
な
学
習
活
動
や
各
種
事
業
な
と
に

よ
り
親
交
を
深
め
る

「
奥
、
州
街
道
ふ
れ

あ
い
の
館
｛
四
丁
㌧
平
わ
，
人
ー
ト
ル
ζ

の
建
設
工
事
に
着
．
」
し
ま
し
ナ
．
幅

　
、
奥
州
街
道
ふ
れ
あ
い
の
館
・
は
、

家
庭
ハ
レ
ー
ホ
ー
比
、
肖
耳
等
の
車
ス

ホ
ー
ッ
リ
㍗
、
き
る
大
ホ
！
ル
兼
集
会
室
、

学
習
会
や
話
し
含
い
に
利
用
す
る
講
座

室
、
料
理
講
習
用
の
調
理
室
々
設
け
て

い
ま
す
．

域図

帽1日実施

こ
の
施
設
は
、
．
旦
理
町
・
短
ケ
町
・
新

町
・
東
益
岡
・
中
益
岡
・
西
一
、
血
岡
の
六
つ

の
・
目
治
会
に
よ
っ
で
、
結
成
さ
れ
る
推
准

協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
事
業
訓
．
画
を

』．

ン
、
、
丁

、
運
営
活
甲
し
、
同
地
区
の
ヲ
・
、

ユ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
は
か
ら
れ
ま
す

去
る
べ
月
べ
日
、
L
事
の
安
翁
を
祈

願
－
、
・
、
来
春
』
一
月
の
完
成
を
口
指
し
で
、

上
事
か
進
め
ら
れ
’
r
、
い
ま
す

建
設
L
事
現
場
周
辺
の
々
ヤ
に
は
、

工
事
用
車
両
の
出
入
口
に
駐
停
申
し
’
、
協

い
よ
う
に
二
協
ね
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
白
石
市
教
育
弄
賃
会

奥州街道ふれあいの館完成予想図
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マ
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ぼ
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盛
駆
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翫
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N

い
＼
『
｝

弓
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“
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一
”
臼
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　下水道セ響精
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　　　　・臨層　　』
　　　　・鐸濯・匿
　　　　轄蓑、

‘
蘇
，鰍

九
月
十
日
怯

全
国
下
水
道
促
進
デ
半
で
す

這
、
館

　
㌧
・
義
、

　
，
、
阜
廓
腰

「
》
5
誌

　
　
な

　
一
．
掌
凶

，
圏
＝

〆
　
ド
　
，
マ

、
　
『
・
；
ン
F

潤
．

生
命
の
源
で
、
あ
る
水
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
欠
！
、
こ
と
の
で
、
き
な
い
天
牲
、
…
の
資

源
，
で
す
，

水
は
無
限
に
あ
る
も
の
と
考
え
、
な

に
け
な
く
使
い
汚
れ
た
水
を
そ
、
の
ま
ま

の
状
態
て
川
や
海
に
流
し
続
け
れ
ば
、

川
や
海
を
汚
染
し
、
や
が
で
、
そ
の
ツ
テ

は
私
た
ち
に
ま
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
’
、
塚

り
ま
す
．

こ
の
よ
う
な
環
境
破
壊
を
防
！
、
た
め

に
も
私
た
ち
の
汚
し
た
水
は
、
私
』
．
乱
ち

の
手
で
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
か
ら
自
験
、
…

章る区域内は

y一目も早く排水設備を
公共下水道の使用で
　丁　

距
｝

婁
一

一
一
一
慧
」
　
　
　
脇

“
　
灘

≡」h呂噛享

　一μげ葦

に
還
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

下
水
道
の
整
備
は
、
．
悪
臭
や
害
虫
の

発
生
を
防
ぎ
、
快
適
な
生
活
環
境
と
豊

か
な
自
嫉
、
…
を
守
る
た
一
め
に
も
必
要
’
、
儲
も

の
の
一
つ
て
す
，
．

　
水
洗
化
は
お
早
め
に

公
共
下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
た
地

域
は
、
法
律
に
よ
っ
て
三
年
以
内
に
排

水
設
備
〔
水
洗
化
｝

け
ら
れ
て
い
ま
す

三
年
を
経
過
す
る
ヒ
、
融
資
等
の
優

遇
措
置
も
な
！
・
な
り
、
ま
た
、
期
限
近

く
に
工
事
を
依
頼
し
一
曳
も
、
工
事
指
定

店
で
、
は
対
応
し
き
れ
ま
せ
ん
．

早
め
に
依
頼
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
い

た
し
ま
寸
、

水
洗
化
工
事
は
、
必
ら
ず
公
記
排
水

設
備
工
事
業
者
て
あ
る
二
と
を
確
認
の

・
？
え
申
し
込
入
で
く
だ
ン
、
“
．

公
認
排
水
設
備
工
事
業
者
は
、
一
切

の
手
続
き
を
代
行
す
る
と
と
も
に
、
基

準
に
合
っ
た
完
全
な
設
備
工
事
の
技
術

を
習
得
し
て
い
ま
す
．
、
．

　
な
お
、
公
認
排
水
設
備
工
事
業
者
以

外
の
施
工
し
た
施
設
は
、
公
共
枡
に
接

続
で
去
ご
ま
せ
ん
の
で
ご
注
立
思
イ
、
だ
さ
い
，

公
共
下
水
道
工
事
に
よ
る

　
交
通
規
制
に
協
力
く
だ
さ
い

　国

道
一
一
三
号
大
畑
～
郡
山
橋
間
の

公
共
下
水
道
六
号
幹
線
工
事
に
よ
り
片

側
交
互
通
行
規
制
が
十
二
月
下
旬
ま
で
、

続
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
・
、
L
．
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押
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工事手続の順序と完成まで

　　　二＝事7贋勇　　　　　　　 与工事㊨工事着墨窪

下水道課i」　　　　公認工事店
1謀唾　　証　　書
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下
水
．
道
に
つ
い
で
、
は
、
下
水
、
道
嘱
恥

務
係
智
二
五
⊥
二
一
て
内
線
二
一
五

一
一
へ

、
む
學
猶
聖
』
云
告
豊
碧
聖
妻
警
尊
言
聖
鞠
脅
鞠
聖
聖
ー
」

九
月
は
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

第
二
期
分
の
納
期
限
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
〃

（
取
扱
い
は
市
内
全
金
融
機
関
）

　　　勘　　　『4　　 騨　『昂’　r”’β置

で
讐
〕
璽
璽
捻
』
巧
毫
軸
、
等
聖
聖
讐
睾
聖
・
暑
竃
聖
警
革

幽
ρ

’r 〕・r孫1

π
’
｝

量

　環境衛生週間
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3



無

》

漁

ぎ譲

　
来
年
八
月
、
平
成
二
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

イ
）
か
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
ま
す

、

　
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
約
二
万
四
千
名
の
高
校
生
が
参
加
し
、
二
十
六
種
目

に
わ
た
っ
て
、
そ
の
カ
と
技
が
競
わ
れ
ま
す
、
白
石
市
は
、
仙
台
市
、
七
ケ
宿

町
、
蔵
王
町
、
川
崎
町
と
と
も
に
登
山
大
会
の
開
催
地
と
な
り
ま
す
、
大
会
か

成
功
す
る
よ
う
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
愛
媛
県
西
条
市
で
行
わ
れ
た
第
三
十
三
回
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
登
山

大
会
の
閉
会
式
に
川
井
市
長
が
平
成
二
年
度
イ
ン
タ
ー
パ
イ
次
期
開
催
地
二
市

三
町
を
代
表
し
て
出
席
し
、
大
会
旗
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
、

　
今
月
号
で
は
、
閉
会
式
に
お
け
る
次
期
開
催
地
代
表
と
し
て
の
市
長
の
挨
拶

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
、

　
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
宮
城
県
の

白
石
市
長
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
今
、

開
催
地
の
代
表
で
あ
り
ま
す
西
条
市
の

桑
原
市
長
か
ら
大
会
旗
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。

　
私
は
、
こ
の
大
会
旗
を
宮
城
県
に
持

ち
帰
り
、
来
年
の
登
山
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
蔵
王
山
を
取
り
巻
く
仙
台
市
、

七
ケ
宿
町
、
蔵
王
町
、
川
崎
町
、
そ
し

で
、
白
石
市
の
二
市
三
町
が
結
束
し
、
本

年
度
の
西
条
市
、
新
居
浜
市
、
そ
し
て

面
河
村
の
み
な
さ
ん
に
負
け
な
い
、
し

っ
か
り
と
し
た
支
援
体
制
を
細
ん
て
第

三
十
四
回
の
で
ン
ヶ
ー
ハ
で
魚
山
九
、
会

の
成
功
を
期
し
’
『
－
、
ま
い
る
決
芦
で
ご
ン
．
・

い
ま
す

　
来
年
の
開
催
地
の
蔵
王
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
日
、
そ
し
で
、
今
日
と
錦
地
の

い
ろ
い
ろ
な
方
に
お
目
に
か
か
り
ま
し

た
が
、
お
釜
と
か
、
樹
氷
な
ど
、
み
な

さ
ん
、
よ
く
ご
存
じ
の
よ
う
で
す
，
知

名
度
に
お
い
て
、
錦
地
の
石
槌
山
に
匹

敵
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

で
す
か
ら
、
私
は
こ
こ
で
、
み
な
さ
ん

に
蔵
王
そ
の
も
の
の
よ
さ
を
喧
伝
し
よ

う
と
は
思
い
ま
せ
ん
．
．

　
私
ど
も
の
隣
県
、
岩
手
県
出
身
の
歌

人
、
石
川
啄
木
か
、
「
ふ
る
ン
、
「
と
の
山

に
向
ひ
て
　
言
ふ
こ
と
な
し
　
ふ
る
さ

と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な
」
と
詠
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
そ
れ
の
入
々
の
心
の

中
に
は
ふ
る
さ
と
の
山
が
ご
ざ
い
ま
す

当
然
、
私
ど
も
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
の

山
は
蔵
王
連
峰
で
す
、
そ
こ
で
、
蔵
、
王

山
麓
に
住
む
人
々
の
、
蔵
王
に
対
し
て

の
思
い
入
れ
は
ど
の
よ
ろ
な
も
の
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
を
ひ
と
つ
の
挿
話
を

ご
紹
介
し
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
に
お
話

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
時
代
は
遡
り
、
昭
和
十
八
年
の
秋
、

太
平
洋
戦
争
の
最
中
、
既
に
日
本
の
敗

色
は
濃
厚
で
し
た
。
、
私
の
家
の
三
軒
ほ

ど
隣
に
観
光
堂
と
い
ら
本
屋
か
あ
り
、

長
男
で
あ
っ
た
日
下
健
さ
人
に
召
集

令
状
が
届
き
ま
し
た
．

　
当
時
、
健
さ
ん
は
家
業
を
継
ぐ
占
．
め

の
見
朋
白
い
レ
一
し
で
、
、
宙
上
皐
の
出
版
／
弐
ほ

に
勤
め
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
、
召
集
令

状
は
東
京
に
届
い
た
の
て
す
　
令
状
を

受
け
取
っ
た
健
ン
、
7
A
は
、
取
一
．
）
も
の
も

と
り
あ
え
ず
、
白
石
に
戻
臼
、
．
晩
、

家
族
と
語
り
明
か
し
、
翌
日
、
戯
、
土
に

登
り
ま
し
た
．
．
満
山
紅
葉
の
山
ふ
と
二

ろ
に
施
か
れ
て
一
日
を
過
こ
」
、
生
涯

の
別
れ
を
告
げ
た
健
ン
、
ア
ヘ
は
、
下
山
十

る
と
そ
の
足
て
入
隊
し
、
再
ひ
、
ふ
る

さ
ヒ
の
土
を
踏
む
こ
レ
ほ
な
か
っ
、
た
の

で
、
す
、

　
南
冥
の
果
で
、
て
死
を
迎
え
た
と
き
、

彼
の
胸
中
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
両
親
や

妹
た
ち
、
そ
し
て
、
最
後
に
そ
の
ふ
レ
一

二
ろ
に
抱
か
れ
た
蔵
王
の
山
々
で
、
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う

　
敗
戦
を
迎
え
．
何
年
か
の
歳
用
か
過

ぎ
去
り
ま
し
た

．
健
さ
ん
の
父
で
あ
る

日
下
健
蔵
ン
、
・
ん
か
病
に
侵
さ
れ
た
と
き
、

次
の
よ
ら
に
．
言
い
ま
し
た
．
「
健
が
あ

れ
ほ
と
愛
し
た
山
の
紅
葉
を
、
生
き
て

い
る
う
ち
に
、
せ
ひ
一
度
て
い
い
か
ら

眺
め
た
い
」

　
幸
い
に
、
そ
の
と
き
に
は
、
エ
コ
ー

ラ
ィ
ン
と
い
ろ
山
岳
道
路
も
完
成
し
、

健
蔵
さ
ん
は
、
健
さ
ん
が
あ
れ
ほ
ど
好

き
だ
っ
た
蔵
王
の
山
ヒ
～
七
を
心
ゆ
く

ま
、
r
－
、
肌
め
た
後
、
・
息
子
の
待
つ
あ
の
世

，
嵐
立
っ
た
の
f
、
す
．

　
わ
れ
わ
れ
山
麓
に
住
む
者
に
し
弓
で
、
、

蔵
王
と
は
、
そ
の
よ
う
な
由
戸
’
－
、
す
　
諸

昌
た
ち
の
う
ち
、
．
二
年
生
は
令
年
が
最

後
の
で
ン
ケ
ー
ハ
で
で
、
寸
　
し
か
し
、

挨
輩
に
、
私
か
今
お
．
詰
し
し
た
ふ
る
さ

レ
一
の
山
レ
一
山
静
段
」
住
軒
’
ノ
ヘ
々
の
・
心
の
』
父

流
を
ぜ
ひ
伝
え
，
冒
、
い
た
κ
．
き
輔
λ
、
い
　
鈍
、

し
！
、
、
詣
君
た
ち
の
「
f
甫
中
か
、
軸
閲
ア
γ

巣
h
越
（
、
．
r
、
、
来
年
、
蔵
．
土
由
尻
に
髪

〆
、
・
さ
れ
る
二
と
を
貝
引
も
の
で
す

　
本
年
の
諸
君
の
健
闘
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
、
｝
自
、
、
再
び
お
目
に
か
か
る

こ
ヒ
を
期
待
い
義
。
し
ま
『
し
一
『
、
、
乎
、
期
開

搭
地
ザ
f
気
と
し
、
「
．
の
．
｝
挨
拶
と
い
た

㌧
ま
す

嚢
ミ
冠

堅
　
　

－
『

鐸
雁
畠
・
『
【
瓦

萬

、
筆
一

4
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㌻

野
…

　贈
プ・

桑
武

藤

塩
浮
、

．
騨
．
臨

　
灘
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
蒋
翠

　
　
　
　
　
　
　
デ

　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
ヒ
リ

・
陶
　
　
嵐
謹

驚
　
鍬
し
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
諺

喜婁
藩

蝋

血
費

　》

麟
糊

　
れ
が
隆

　巽
豪鷲，

署
■
『

勘

　
今
年
の
高
校
総
体
は
、
高
知
県
を
中

心
に
、
四
国
全
土
か
各
種
目
の
会
場
と

な
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
、

　
登
山
士
、
会
は
、
愛
媛
県
が
開
催
県
と

な
り
、
西
条
市
・
新
居
浜
市
・
面
河
村

が
そ
の
実
行
に
あ
た
り
ま
し
た
，

　
四
国
の
脊
梁
山
脈
で
あ
り
、
愛
媛
・

高
知
の
県
境
を
東
西
に
延
び
る
石
鎚
山

系
と
、
新
居
浜
市
の
背
後
に
そ
び
え
る

赤
石
山
系
の
一
部
が
登
山
大
’
、
ぶ
の
会
場

に
な
り
ま
し
た
．
．

　
石
鎚
山
系
は
、
昭
和
三
十
四
年
・
第

三
回
た
会
の
開
催
地
て
あ
り
、
愛
媛
県

と
し
て
は
二
度
目
の
大
会
会
場
と
な
り

ま
し
た
．

　
石
鎚
山
二
、
八
九
］
7
1
卜
生

は
、
．
西
日
本
の
最
高
峰
で
、
あ
り
、
古
！
、

か
ら
、
山
岳
信
仰
の
メ
ッ
カ
と
し
て
知
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
峻
厳
な
岩
峰
の
石
鎚
山
を
中
心
に
、

イ
シ
ズ
チ
笹
が
山
肌
を
お
お
い
、
心
な

ご
ま
せ
て
く
れ
る
瓶
ヶ
森
・
笹
ケ
峰
を

縦
走
す
る
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
，

山
麓
に
は
、
清
洌
な
水
を
た
た
え
た
面

河
渓
谷
、
鉱
山
の
歴
史
を
物
語
る
新
居

浜
市
の
別
子
銅
山
跡
な
ど
、
自
然
美
と

人
為
の
妙
を
学
ば
せ
て
く
れ
る
大
、
会
会

場
で
し
た
．
、

　
八
月
二
日
、
迷
走
台
風
十
三
号
の
影

響
で
朝
か
ら
厳
し
い
雨
と
な
り
，
西
条

高
校
の
体
育
館
で
開
会
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
開
会
式
の
た
め
同
校
グ
ラ
ン
ド

に
整
然
と
配
置
さ
れ
た
マ
リ
ン
ゴ
ー
ル

ド
や
サ
ル
ビ
ア
の
鉢
植
え
が
う
ら
め
し

げ
に
雨
空
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
．
”
．

　
　
開
会
式
後
、
各
隊
毎
の
登
山
行
動
に

　
入
り
、
各
々
の
キ
ャ
ン
プ
地
へ
向
か
い

　
ま
し
た
。

　
　

－
、
月
、
三
目
、
激
し
い
風
雨
の
た
め
、

　
D
隊
〔
総
監
督
・
視
察
員
コ
ー
3
を

　
除
き
停
滞
B
隊
〔
団
体
女
子
』
の
笹

’
テ
森
キ
ャ
ン
フ
場
f
、
は
、
テ
ン
ト
内
に

　
浸
水
す
る
バ
ー
テ
ゴ
も
あ
n
、
全
員
山

　
小
屋
に
収
容
、
大
会
運
営
の
厳
し
さ
を

　
物
語
る
ひ
と
コ
マ
も
あ
り
ま
し
た
．

　
　
八
月
四
工
力
目
、
荒
天
時
対
策
に
従

　
っ
て
全
隊
と
も
予
定
通
り
行
動
し
、
石

　
鎚
・
赤
石
山
系
の
厳
し
さ
、
美
し
さ
を

　
充
分
に
味
わ
い
ま
し
た
、

　
　
特
に
五
日
、
西
条
市
で
行
わ
れ
た
後

　
夜
祭
に
は
、
一
週
間
延
期
し
た
夏
祭
り

　
や
、
十
月
の
伊
曽
乃
神
社
の
礼
祭
の
出

　
し
物
「
だ
ん
し
り
・
み
こ
し
」
を
特
別

　
参
加
さ
せ
る
な
ど
、
西
条
市
民
の
温
か

　
い
歓
迎
の
心
に
感
動
し
、
大
会
に
参
加

　
し
た
歓
び
を
い
っ
そ
う
深
め
ま
し
た
。

　
　
八
月
六
日
、
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
技

　
術
員
長
の
講
評
、
成
績
発
表
、
競
技
委

評

、
畢
、

蟹

員
長
・
西
条
市
長
の
も
い
ン
、
・
つ
の
後
、

次
期
開
催
県
を
代
表
し
て
川
井
白
．
右
市

長
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
．

　
な
お
、
宮
城
県
選
手
団
の
成
績
は
、

白
石
工
業
高
校
バ
、
位
、
白
石
女
予
高
校

ー

了
・
べ
位
、
　
甲
無
川
古
同
静
民
キ
ー
五
什
巴
レ
｝
牢
、
力
．
’
ゼ

充
分
に
発
揮
し
ま
し
た

　
白
石
市
長
を
頂
点
と
す
る
、
「
み
や
き

蔵
王
実
行
委
員
会
」
の
　
　
　
、
白
．
台

市
を
は
し
め
と
す
る
二
市
三
町
・
高
体

連
か
ら
二
十
一
名
の
視
察
員
が
愛
、
媛
県

を
訪
れ
、
各
セ
リ
』
』
ン
毎
に
視
察
し

声
、
の
責
務
の
重
要
さ
と
厳
し
さ
を
、
再
認

識
し
ま
し
た
．
．

　
来
年
へ
月
に
開
催
さ
れ
る
第
．
二
十
四

回
、
」
み
ー
ハ
．
／
の
奄
山
ナ
、
会
を
成
功

誓
せ
る
よ
う
万
全
の
＋
備
を
し
、
翁
国

か
ら
集
る
高
校
生
に
蔵
王
の
す
は
ら
L

さ
を
知
っ
一
『
－
、
も
ら
ろ
と
レ
ア
o
に
、
ナ
、
／
、
ム

に
参
舶
し
た
感
動
を
持
ち
帰
充
．
『

で
、
も

・
㌧
；
．
勺
レ
、
会
に
し
た
い
レ
一
思
い
ま
す

　
二
協
力
∫
乞
お
願
い
し
ま
す

／

｝

、

　
訟

｝
舜

馳

5
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正
し
い
計
量
・
豊
か
な
く
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
計
量
器
定
期
検
査
〉

　
計
量
器
の
定
期
検
査
が
十
月
二
日
か

ら
九
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
．
、

　
こ
の
定
期
検
査
を
受
け
な
い
計
量
器

は
、
取
り
引
き
に
使
用
で
き
な
く
な
り
，

ま
す
の
で
、
期
間
中
に
必
ら
ず
検
査
を
受

け
で
、
イ
、
だ
さ
い
、
．

　
計
量
器
は
、
正
し
く
使
っ
て
正
確
に

計
り
ま
し
ょ
う
．
，
．

　
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
曾
二
五
ー

二
一
一
一
〔
内
線
と
一
二
二
・
三
二
二
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
，
．

市役所

牛
乳
の
成
分
分
析
テ
ス
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
に
つ
い
て

計量器の検査日程
検査場所

越河公民館

斎川公民館

大平公民館

小原公民館

大鷹沢公民館

白川公民館

福岡公民館

対象地区

越　　河

斎　　川

大　　平

小　　原

検査時問
・
0

一
り

ペ
リ
ム

ユ～
、
0
・3・

01

ヤづ

1大鷹沢
llI

岡

・
日

福

13　：30～14　：3｛」

1｛一｝：30～12：Q（〕

13：3〔．1～14：3〔〕

1し｝＝30～12：00

13　：30～14二30

11、レ：30－12：00

　月　　目

IQ月2日（尉

　　　〃

1硝3臼（幻

　　　〃

10月4日困

　　　〃

10月5日㈱

市役所
白石1南町、田町、本町、中町

長町、亘理町1
13：3い～151〔。｝｛．1〃

町
寿

劃
跳

西
小

、
水

新
　
、

、
岡

町
簸
皿

ヶ
中
－

短
、
、
町

ー
岡
柳

石
政
皿

白
東
臥

ll．1：30～12：lrK 1

13：0（1～15：Q｛。1

10月6「日働

市役所

白石〔本郷第一、二、三、四

寿山、緑か丘、旭町、鷹巣、

郡山、郡山、小下倉1

lo：30～12：01．1

13：〔｝Q～15：00
10尽9・闘

　
超
高
温
瞬
間
殺
菌
〔
U
H
T
）
牛
乳

に
加
え
て
、
最
近
は
、
低
温
∴
口
同
温
殺

菌
牛
乳
や
、
L
L
〔
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
》

牛
乳
（
常
温
で
長
期
間
保
存
で
き
る
）

な
ど
が
店
頭
り
、
亜
び
多
様
化
の
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
．
．

　
そ
こ
で
県
で
は
二
十
銘
柄
の
牛
乳
二

十
本
を
購
入
し
、
こ
れ
ら
を
三
種
類
に

分
け
、
成
分
等
の
分
析
テ
ス
ト
を
実
施

し
ま
し
た
、

　
乳
脂
肪
分
の
量
は
、
牛
乳
の
「
濃

さ
」
「
お
い
し
さ
」
に
つ
な
が
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
種
類
、
別
平
均
値
は

U
H
T
牛
乳
三
・
七
二
％
、
低
温
・
高

温
殺
菌
牛
乳
三
・
八
六
％
、
L
L
牛
乳

三
・
七
％
と
表
示
や
乳
等
省
令
に
定
め

る
「
三
：
り
α
。
以
上
」
よ
り
高
い
値
4
－
、

し
た
．

　
無
脂
乳
固
形
分
に
つ
い
て
は
、
乳
等

省
令
で
は
「
八
ニ
リ
％
以
上
」
と
な
っ

〆
－
、
い
ま
す
か
、
種
類
別
平
均
値
は
、
U
H

T
牛
乳
八
・
六
七
％
、
低
温
・
高
温
殺

菌
牛
乳
八
・
六
六
％
、
L
L
牛
乳
八

・
七
％
と
い
ず
れ
も
上
回
っ
て
い
ま
す
、

　
牛
乳
を
飲
み
カ
ル
シ
ゥ
ム
を
摂
取
し

よ
う
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

テ
ス
ト
し
た
牛
乳
、
○
○
グ
ラ
ム
当
た

臼
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
．
平
均
量
は
、
〇

四
二
一
一
ミ
リ
ゲ
ラ
ム
て
し
た

　
つ
ま
り
、
二
〇
〇
ミ
リ
リ
．
ト
見
の

牛
乳
を
飲
め
ば
約
二
9
、
∪
ミ
リ
ゲ
ラ
ム

の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
で
、
き
る
こ
と
に

な
り
、
こ
れ
は
一
日
の
必
要
量
の
三
分

の
一
に
相
当
し
ま
す
－
．

　
ま
た
、
牛
乳
一
〇
〇
グ
ラ
ム
中
の
リ

ン
の
量
は
、
平
均
九
四
二
ニ
ミ
リ
ゲ
ラ

ム
で
し
た
．
．

　
カ
ル
シ
ウ
ム
レ
一
リ
ン
の
摂
取
比
率
は

一
対
一
く
ら
い
が
適
当
と
さ
れ
て
い
ま

す
，
、
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
、
一
対
○
・

九
と
な
り
、
牛
乳
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
供

給
源
と
し
て
理
想
的
で
、
あ
る
二
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
：

　．

平
均
価
格
は
、
紙
パ
，
ケ
ニ
リ
，
ト

生
人
り
、
U
H
T
牛
乳
二
百
十
一
円
、

低
温
・
高
温
殺
菌
牛
乳
二
百
三
十
四
円
，

L
L
牛
乳
二
百
四
十
八
円
で
、
し
た
．

　今

回
の
テ
ス
ト
の
結
果
、
殺
菌
方
法

が
異
な
っ
で
、
も
牛
乳
の
栄
養
成
分
は
変

わ
ら
な
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
．

※
乳
等
省
令
〔
乳
お
よ
ぴ
乳
製
品
の
成

分
規
格
に
閏
す
る
省
令
一

　
消
費
に
つ
い
で
、
は
、
消
費
生
活
相
談

声
至
費
一
一
五
－
一
一
一
一
一
【
内
線
）
一
ご
∵
へ

・

へ
ご
相
紘
臥
！
・
た
ン
ご
い
、

　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

9月は
　健康増進普及月間で

一
九
番
は

落
ち
つ
い
て
正
確
に

9月9日は「救急の日」

　　　　丁・認知々
　　　　　　　ヴ乙　＼●

　　　η・∵D訂

　　　　一十　　1
　　　　　　　　　　の
　　　0　　　0
　　　－N、、．！／
　　　　　　　　　〆、〆L
　　　　　li点『 N声「＿

　
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

　
・

事
故
の
発
生
場
所
と
近
く
の
目
標

　
一

ど
の
よ
う
な
ケ
ガ
か
病
気
か

　
・
㌧
ケ
ガ
人
、
病
人
の
容
態
（
簡
単
に
）

糊職　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
本
紙
八
月
号
に
誤
字
．
　
　
㈹

　
誤
記
等
あ
り
ま
し
た
の
で
　

㎜
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
㎜

勝
　
公
立
刈
田
綜
合
病
院
職
員
募
集
　
　
照

㎜
転
躯
糧
慧
轟

の
善
の
託
に
馨
が
脅
ま
し
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
の
で
お
詫
ひ
し
訂
正
い
た
し
ま
す

　
照

欄
・
臨
監
森
師
の
峯
旨
」
中
轟

㎜
「
署
四
＋
三
年
」
を
「
昭
和
四
＋
瓢

輔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締

㎜
年
」
に
、
一
試
験
日
時
お
よ
ひ
場
所
」
　
礁

竿
「
平
盛
年
＋
早
F
を
「
平
轟

鼎
元
年
十
月
］
日
一
に
訂
正
い
た
し
ま
す
照

ヂ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
（
ー
㍊

　
　
盛
大
に
白
石
夏
ま
つ
り

　
八
月
十
二
・
十
三
日
の
白
石
駅
前
盆

踊
リ
ナ
、
会
に
は
じ
ま
っ
た
白
石
夏
ま
つ

り
も
十
五
日
の
花
火
大
会
て
幕
を
閉
し

ま
し
た
。
．

　
夏
ま
つ
り
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
白

石
音
頭
パ
レ
ー
ド
」
に
は
、
札
幌
白
石

区
の
ミ
ス
白
石
も
参
加
し
花
を
そ
え
て

！
・
、
れ
ま
し
た
，
．
．
ま
た
、
今
年
は
．
パ
レ
ー

ド
参
加
者
千
五
百
人
、
ね
ぶ
た
や
白
石

城
の
合
わ
せ
砿
、
転
な
ど
も
加
わ
り
盛
り
あ

が
り
ま
し
た
．
、
、

　
パ
レ
ー
ド
と
と
も
に
降
り
出
し
た
雨

が
本
降
り
と
な
り
、
参
加
者
は
全
員
び

し
ょ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
踊
り
通
し
ま

し
た
む隅

旧
畑
墨
．

旨
愚
、
、
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヤ

嘱灘

冒
唱
一
壱
月
智

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
還
動

時
繍

　
県
民
一
入
ひ
と
り
が
、
交
通
安
全
意

識
と
交
通
安
全
思
想
の
．
普
及
を
図
り
、

正
し
い
交
通
ル
ー
几
と
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
づ
け
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
・
団
体
及
び
県
民
総
参
加
に
よ
る

交
通
安
全
運
動
を
強
力
に
推
進
し
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
’
．
κ
め
、

「
秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運

動
」
が
、
9
月
2
1
日
～
⑳
日
ま
で
、
展
開

さ
れ
ま
す
、

　
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安

全
な
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
．
，

【
運
動
の
重
点
】

－
局
齢
者
の
歩
行
中
、
自
転
車
乗
用
中

　の

交
通
事
故
防
止

2
若
年
運
転
者
の
無
謀
運
転
の
防
止

璽
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　の

　
　
の
　
　

－
』
、
㌧
轟
鴫
ー
）

　
圃
〆
　
　
　
　
　
劉
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日堅漏8角下2

高
齢
者
交
通
安
全
旬
間

　
　
　
　
　
9
月
1
1
日
～
2
0
日

　
　
お
年
寄
り
の
方
々
へ

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

「
歩
行
中
」
の
事
故
死
が
半
数
以
上

　
日
本
の
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
べ
口
が
、

急
速
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
．
．
ワ
で
れ
に

伴
い
、
交
通
事
故
で
亡
・
・
、
な
ら
れ
る
お

年
寄
り
の
方
々
も
、
年
々
、
少
し
ず
つ

で
す
が
増
加
し
て
い
ま
す
．
．

　
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
死
亡
の
ろ
ち

「
歩
行
中
」
の
事
故
に
よ
る
死
亡
者
が
、

半
数
以
上
〔
駆
忽
を
占
め
て
い
ま
す

く
る
ま
社
会
の
中
イ
、
曳
は
「
弱
者
」
の
立

場
に
あ
る
皆
さ
ん
、
悲
惨
な
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
、
交
通
安
人
．
王
の
ル
ー
ル

と
マ
＋
1
を
も
う
一
度
、
確
認
し
で
、
み

ま
し
よ
・
つ

高齢者の死者数（状態別）

歩行中

58．

　　　その他　1％

讃ξ難
　　　乗車中叉

1認繍
　　　　2駅％　／

高
齢
者
の
事
故
の
多
く
は

　
　
ル
ー
ル
無
視
に

　
　
　
よ
る
も
の
で
す
。

”
歩
行
中
”
の
事
故
の
主
な
原
因

　
　
信
・
万
無
視

　
　
横
断
違
反

　
　
踏
切
不
注
意

／二！｝㎜｝

諺．

”
目
転
車
乗
用
中
轟
の
事
故
の
主
な
原

　因

　
　
べ
　
イ
　
ぬ

　
　
難
蕪
認

κ
．
＜
熱
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ク
ラ
ス
紹
介
⑯
大
鷹
沢
小

眺
調

学
級
紹
介

　
私
た
ち
大
鷹
沢
小
学
校
の
五
年
生
は

明
る
く
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
ク
ラ
ス
で

す
。
人
数
は
、
男
子
十
八
名
、
女
子
十

二
名
と
人
数
の
少
な
い
ク
ラ
ス
で
す
が

明
る
さ
や
元
気
さ
だ
っ
た
ら
ど
こ
の
ク

ラ
ス
に
も
負
け
ま
せ
ん
．
．

　
掴
任
の
先
生
は
、
大
竹
恵
子
先
生
で

す
。
先
生
は
、
い
つ
も
私
た
ち
に
下
級

生
の
め
ん
ど
う
を
よ
く
み
な
さ
い
と
言

い
ま
す
。
だ
か
ら
食
堂
で
下
級
生
と
給

食
を
食
べ
る
時
も
、
全
校
で
の
色
別
活

動
の
時
で
も
下
級
生
の
世
話
を
よ
く
し

て
あ
げ
る
の
で
、
下
級
生
と
と
て
も
仲

　
　
　
藤
』
r
腱
瑛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尊

　
　
　
　
　
を

ヵ
パ

㎜
、
饗

｝押
「
』

　
　
窒
．

ぱ葦

　
　
三
年
｝
條
香
織

が
い
い
で
す
。

　
ク
ラ
ス
で
は
、
そ
ら
し
や
係
活
動
も

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
．
、
な
か
で
も
一
番

大
変
な
の
は
、
し
い
く
係
だ
と
思
い
ま

す
、
メ
ダ
カ
の
せ
わ
や
水
か
え
、
え
さ

や
り
な
ど
休
み
時
間
を
つ
ぶ
し
て
や
っ

て
い
る
の
で
、
な
ん
だ
か
か
わ
い
そ
う

で
す
．
．
で
も
そ
の
お
か
げ
で
メ
ダ
カ
の

た
ま
ご
を
た
く
さ
ん
か
え
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
子
メ
ダ
カ
が
大
き
く

育
っ
て
い
く
よ
う
に
み
ん
な
て
見
守
っ

て
い
ま
す
．
．

　
私
た
ち
は
、
六
月
に
蔵
王
少
年
自
然

の
家
に
合
宿
し
、
冒
険
ゲ
ー
ム
や
登
山

な
ど
の
野
外
活
動
を
経
験
し
て
き
ま
し

た
。
と
て
も
つ
ら
い
活
動
も
あ
っ
た
け

ど
、
そ
れ
か
ら
は
集
合
の
し
か
た
や
話

の
聞
き
方
な
ど
、
先
生
が
た
に
ほ
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
に
は
、
一
へ
ひ
と

り
を
大
事
に
す
る
、
人
の
い
や
が
る
こ

と
を
し
な
い
、
花
だ
ん
に
あ
が
ら
な
い

と
い
う
き
ま
り
が
あ
り
ま
す
、
み
ん
な

で
守
る
と
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
の

に
な
あ
と
思
い
ま
す
．
、

　
元
気
な
五
年
生
は
授
業
中
も
活
気
が

あ
り
ま
す
、
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
協

力
し
で
、
楽
し
！
、
勉
強
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

翻
議

　
　
　
　
　
　
誉

，
融
鱗
罷

　
　
　
　
　
＞

蟷
哩
．

　
　
　
　
　
、

、
翼
弔
炉
ー

　
　
－
贈
イ
f

騒
薦
騨
旨
∵

翻軍
　
墾
　
》

　
ζ
」
　
　
　
’

　
；
多

蓼
　
　
・
遷
ヤ

懸
　
欝

　
　
　
　
　
β
プ

　
　
　
窟

　
　
　
　
　
』

　
ひ
－
．
節
も
へ
』
一
）

　
毘
沙
門
堂
は
、
　
、

h
乃
h
「
』
曼
、

　堂は

村
の
鎮
守
で

用
書
出
』
に

り
」
と
あ
る
の
で
、

　喰一唖一噌璽索臼一．零毫一逼

　
　
　
　
　
　
六
平
中
目
の
西
部
の

　
　
　
　
字
毘
沙
門
堂
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
『
安
永
風
土
記
御

　
　
　
　
　
「
堂
林
に
毘
沙
門
堂
あ

　
　
　
　
　
　
　
昔
は
こ
の
…
帯
を

堂
林
と
呼
ん
で
い
た
も
の
ら
し
い

　
毘
沙
門
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
毘
沙
門

天
〔
多
聞
琴
は
、
東
の
撒
駐
知
、
南

の
唐
塵
知
凸
、
西
の
広
『
天
と
と
も
に

法
を
守
る
神
と
し
て
、
王
城
の
北
方
を

守
護
し
て
い
る
、

　
堂
内
の
本
尊
は
、
武
装
形
で
は
な
い

が
、
西
域
風
の
朱
の
装
束
を
付
け
、
右

手
に
螺
左
手
に
宝
塔
を
捧
げ
短
元
を

ぢ嵐⑲
』ぽ画幽一一ぜ

ジ
繊
陣

ヂ
㌧

漣
　
ヤ

阪
、

踏
み
し
め
て
い
る
、
毘
沙
門
天
の
妃
と

　
　
　
さ
も
し
よ
ロ
ニ
ヒ
ハ
じ
　
せ
へ
に
し
ロ

さ
れ
る
吉
祥
天
と
善
臓
師
重
子
か
脇

侍
と
し
て
配
置
さ
れ
で
、
い
る
が
、
両
脇

に
二
体
あ
る
の
も
珍
し
い
．
．
こ
れ
ら
の

尊
像
は
、
祭
日
の
九
月
十
三
日
に
御
開

帳
さ
れ
る
「
十
二
年
に
一
回
）
。

　
『
伊
達
正
統
政
次
考
』
｝
天
文
十
五
年

二
五
四
六
）
、
一
月
十
べ
日
の
定
禅
寺

　
　
　
　
た
ね
も
ね

あ
て
の
伊
達
穂
宗
判
書
に
「
刈
田
荘
中

目
郷
内
毘
沙
門
堂
分
こ
れ
を
附
す
」
と

あ
る
、
．
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
も
毘
沙
門

堂
は
室
町
期
以
来
祀
ら
れ
て
き
た
由
緒

あ
る
も
の
て
、
商
売
繁
盛
を
願
う
人
々

に
信
仰
さ
れ
、
周
囲
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

古
碑
が
建
仁
ノ
、
へ
ら
・
の
信
仰
の
篤
さ
を

物
語
っ
で
、
い
る
．
．

　
ま
た
、
中
目
は
中
野
目
と
も
書
か
れ

伊
達
家
の
一
族
、
中
日
隣
薩
δ
先
阻
が

代
々
居
住
し
た
の
で
「
中
目
」
と
名
付

け
た
ヒ
い
う
か
、
こ
れ
は
事
実
ヒ
劉
な

抽
モ
＋
～
初
年
の
『
御
段
銭
［
収
に
は
見

ら
れ
な
い
　
初
め
で
、
ヶ
、
献
に
現
わ
れ
る

の
は
、
天
文
十
五
年
二
五
四
六
一
の

ロ
伊
逢
正
統
世
次
考

皿
て
あ
り
、
こ
の

こ
ろ
に
付
い
た
村
名
f
、
あ
ろ
う

　
中
目
日
向
長
政
が
領
主
と
し
て
こ
の

地
に
入
っ
た
の
は
、
下
、
文
二
十
二
年
て

あ
り
、
父
の
康
政
の
代
ま
で
は
山
形
の

長
井
荘
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る

　
中
目
の
目
は
、
狭
い
土
地
と
か
川
の

流
れ
を
横
切
る
と
こ
ろ
レ
『
い
う
意
味
が

あ
り
、
斎
川
と
森
台
の
間
の
狭
い
土
地

と
い
ろ
こ
と
で
付
し
た
地
名
と
も
、
こ

の
地
区
は
中
斎
川
で
あ
っ
た
が
、
中
目

氏
が
領
主
と
な
っ
た
の
て
中
目
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
．
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ド
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Ω
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倉
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以
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　武夫さん、愛子さんの長男・次男
　ママからひとこと
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國
口
國
川
股
兵
三
選

　
梅
雨
深
き
峡
の
畑
に
み
ず
み
ず
し
梅
採
り
を
れ
ば

　
酸
ゆ
き
香
満
ち
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
栄
子

　
窓
を
開
き
病
み
伏
す
わ
れ
に
茄
子
の
花
咲
き
し
を

　
見
よ
と
夫
は
鉢
持
つ
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

　
看
病
の
疲
れ
い
で
し
か
居
眠
れ
る
妻
の
寝
顔
に
胸

．
あ
つ
く
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
青
蘭

　
封
切
ら
ず
子
等
に
渡
さ
る
ボ
ー
ナ
ス
を
仏
前
に
供

　
え
わ
れ
は
拝
が
む
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

　
原
爆
の
爪
跡
残
す
浦
上
に
一
本
足
の
鳥
居
今
も
残

　
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

．
　
め
ぐ
り
来
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

μ胤戸【戸同阿（唄（

．
若
く
し
て
挺
身
隊
に
逝
き
し
友
四
十
余
年
の
戦
禍

o
o
O
㊤
9
0
H
づ
◎
◎
亨
角
o
◎
◎
9
0
冨

市
民
文
芸
　
　
た
た
・
・
葉
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
タ
ル
踏
む
足

　　　　　　　　　　　　　＞　　　　　　　　　　　縫
　　　　　　　　　　瞭

　　　　　　磁　　　　簿　　爺　鑑

愛

　浬イ　』黙『

懲
、

新
緑
の
広
が
る
山
に
浮
き
た
ち
て
白
々
と
見
ゆ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

梅
雨
晴
れ
の
田
の
面
を
渡
る
青
き
風
思
わ
ず
弾
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

図
書
館
の
南
の
窓
に
背
を
む
け
て
ひ
と
と
き
過
ご

す
昼
の
飯
ど
き
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

蕗
う
る
ひ
亡
母
の
好
み
し
煮
物
を
ば
義
妹
は
忘
れ

ず
供
へ
く
れ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

「
評
」
一
首
目
、
勤
労
を
歌
い
季
節
感
が
あ
ふ
れ

て
生
活
の
に
じ
む
歌
，
山
畑
に
梅
採
り
を
す
る
．

梅
雨
に
ぬ
れ
た
梅
の
実
が
、
み
ず
み
ず
し
く
特
有

の
酸
ゆ
き
香
り
を
あ
た
り
一
面
に
放
っ
て
い
る
、

表
現
も
的
確
で
あ
る
。
二
首
目
、
鉢
植
の
茄
子
が

花
を
つ
け
た
。
夫
は
、
病
む
妻
の
た
め
窓
越
し
に

持
ち
上
げ
て
見
せ
て
く
れ
る
。
さ
り
げ
な
い
夫
の

愛
情
に
心
か
ら
感
謝
を
す
る
。
三
首
目
、
こ
の
作

品
も
夫
婦
愛
を
詠
み
感
動
的
で
あ
る
。
病
む
夫
を

　「プールそうじ」

　大高里子（白一小4、年）

わたしの

　　ケツサク

．
＾
離
藤

看
る
妻
に
感
謝
し
、
助
け
合
い
な
が
ら
生
き
る
老

夫
婦
の
叫
び
で
も
あ
る
。

，
騨
□
國
鈴
木
貞
二
選

延
命
の
清
水
飲
む
べ
く
奥
院
に
　
　
三
浦
　
愛
嶺

（
評
）
延
命
と
名
づ
け
ら
れ
た
清
水
で
は
な
い
が
、

清
水
を
酌
め
ば
延
命
で
あ
る
と
信
じ
る
作
者
の
句

で
あ
る
。
奥
の
院
ま
で
心
し
て
詣
で
る
の
で
あ
る
，

高
々
と
栗
の
花
あ
り
遠
目
に
も
　
　
日
下
　
　
文

（
評
）
高
く
そ
び
え
る
栗
の
木
が
、
花
を
咲
か
せ

て
い
る
，
遠
く
か
ら
で
も
栗
の
花
と
い
う
こ
と
が

は
っ
き
り
わ
か
る
、

ジ
ャ
ガ
タ
ラ
の
咲
い
て
む
し
む
し
す
る
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
善
夫

（
評
）
馬
鈴
薯
の
花
が
咲
い
て
、
い
よ
い
よ
夏
ら

灘
・
継
醗

毅
　
ム
、

P
溺
蓼
ノ
湾

　
　
　
　
　
　
　
　
・
轡

　
　
　
　
レ

　
　
　
尋

　
　
　
つ

　
　
る

嫡

　
　
　
ト

　
　
・
　
究

購
｛
　
マ

講
舗

し
い
む
し
暑
い
一
日
と
な
っ
た
，

日
盛
り
や
艀
の
動
く
気
配
な
く

一
八
や
雨
宿
り
す
る
庭
先
に

香
水
や
そ
の
女
の
名
知
ら
ぬ
ま
ま

裸
婦
像
に
少
し
大
き
な
夏
帽
子

三
色
の
紫
陽
花
庭
を
明
る
く
し

ず
　
ラ
ふ
ヤ
マ

時
鳥
鳴
！
、
か
懐
か
し
窓
を
開
け

梅
雨
晴
間
建
築
現
場
忙
し
く

騨妻．、膿隆慰裏4燭’
「自由のとう」

　平問裕美（白川小5年）

岡草近勅佐若鈴
崎野内使藤桑木
　　　　瓦　源鉄
澄美キ令周治二
子沙ヨ造子郎郎

ご
九
月
例
会
は
、
九
月
二
十
四
日
巴
中
央
公
民
館

で
開
催
い
た
し
ま
す
、

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
八

三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明

記
り
？
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市
大
手
町

一
番
一
号
）
へ
，
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
、

　　　一　　　A　　パ　以
冒

9



fO

わ
が
家
の
味

へ
抽
診
o
勿
暫
申
シ
リ

ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
ス
バ
ゲ
ッ
テ
イ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
た
け
の
大
根
お
ろ
し

【
材
料
】
四
人
分

　
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
姻
9
、
バ
タ
ー
団
9
、

　
た
ま
ね
ぎ
2
コ
、
ピ
～
マ
ン
3
コ
、

　
ソ
ー
ス
・
パ
セ
リ
・
サ
ラ
ダ
油
少
々
、

　
ケ
チ
ャ
ッ
・
プ
珈
冒

【
作
り
方
】

①
塩
少
々
を
加
え
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
を

　
ゆ
で
、
サ
ラ
ダ
油
を
ま
ぶ
す
，

②
た
ま
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
を
せ
ん
切
り

　
に
す
る
．
7

③
バ
タ
ー
を
入
れ
、
②
を
い
た
め
、
さ

　
ら
に
ひ
き
肉
を
入
れ
て
色
が
か
わ
る

　
ま
オ
、
曳
い
’
疋
め
〆
曳
か
・
り
、
ヶ
チ
ャ
の
、
．
フ

　
と
ソ
ー
ス
で
味
を
と
と
の
え
る
．
．

④
器
に
盛
b
つ
け
、
パ
セ
リ
を
そ
え
る
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
♂

　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
‘

遠藤きよ子さん（白川〕

〆・今、ユ》｝年菟転・Σe♪界し》込毒運瀬面年溢・》、弗、o）ン、）＞』ク 屡戴o》と珍・ンラ、与、斗・㌧査

　
【
材
料
】
四
人
分

　
生
し
い
た
け
8
コ
、
板
か
ま
ぽ
こ

　
助
り
、
大
根
印
り
、
こ
し
ょ
ら
・
し

　
ょ
う
ゆ
・
サ
ラ
ダ
油
少
々
、
．

　
【
作
り
方
】

①
し
い
た
け
と
か
ま
ぼ
こ
を
せ
ん
切
り

　
に
し
、
サ
ラ
ゲ
油
で
い
た
め
、
こ
し

　
ょ
う
を
ふ
る
；

〆
ラ
㌧
・
ノ
〆
》
ノ
㍉
Y
2
・
“
酵
》
　
　
舵
ξ
マ
ソ
う
￥

“
プ
ρ

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
メ
モ
】

　
　
　
た
ま
ね
ぎ
に
つ
い
て

中
央
ア

　
産
地
の
た
ま
ね
ぎ
は
、

崎
の
出
島
！
、
」
オ
ラ

．
培
し
ま
し
た
．
．

　
　
明
治
に
入
り
、
札
幌
か
ら
全
国
に
広

　
ま
b
、
現
在
4
－
、
は
ア
ズ
リ
カ
に
次
ぐ
生

　
産
国
レ
一
な
っ
で
、
い
ま
す
．

　
　
た
ま
ね
ご
は
、
肉
や
魚
料
理
の
「
臭
み

　
を
消
し
、
独
得
の
辛
味
が
あ
り
、
ス
ー

　
ブ
、
妙
め
も
の
、
サ
ラ
ダ
、
煮
物
な
ど

摯
万
能
ヶ
で
プ
の
野
菜
レ
一
い
、
一
起
ま
す
．
、

　
　
た
ま
ね
ぎ
特
有
の
刺
激
の
あ
る
臭
い

　
は
、
硫
化
ア
リ
ル
に
よ
る
も
の
で
す
。
．

　
硫
化
ア
リ
ル
は
、
、
ヒ
ヶ
ミ
・
．
・
B
の
体
内

、
て
の
吸
収
を
高
め
る
の
で
、
B
の
多
く

ジ
ア
か
ら
地
中
海
沿
岸
が
原

　
　
　
　
江
一
口
時
代
に
長

　
　
ン
ダ
な
が
初
め
で
、
裁

　
②
大
根
を
．
お
ろ
す
；

　
①
φ
）
を
器
に
盛
り
、
大
根
お
ろ
し
と
し

　
　
ょ
う
ゆ
を
か
け
る
．
，
．

伊
、
“
、
、
3
子
－
、
ノ
、
ノ
。
ソ
、
“
」
M
レ
評
レ
．
’
ゾ
げ
．
2
Y
一
げ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪

含
ま
れ
る
豚
肉
な
ど
の
肉
類
と
組
み
台
吹

わ
せ
て
真
る
と
黎
的
で
す
．
ま
た
、
趣

利
尿
・
発
汗
を
促
寸
作
用
も
あ
り
ま
す
確

告
皇
る
と
き
は
・
沓
さ
ら
す
惚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

と
吉
、
F
味
が
抜
け
、
煮
た
、
り
妙
め
た
り
す
獣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確

る
と
辛
味
の
成
．
分
は
廿
味
に
変
化
し
ま
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吹

す
　
刻
む
時
に
涙
が
出
る
の
は
、
揮
発
．
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

性
の
刺
激
成
分
が
目
の
粘
膜
を
一
刺
激
す
即

る
か
ら
で
す
　
調
押
の
前
に
た
ま
ね
ぎ
鴫
碗

と
包
丁
を
冷
蔵
庫
て
冷
や
し
、
手
早
く
晦

刻
む
と
泣
か
す
に
す
み
ま
す
　
　
　
　
晦

　
た
ま
ね
ぎ
は
』
ご
わ
ぞ
み
て
固
！
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塾

皮
の
乾
燥
し
〆
－
、
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釦

よ
う
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

さ
洛
洛
『
≦
磨
へ
‘
！
ぐ
「
渉
、
ノ
f
ヴ
ね

（1）上昇品目　砂糖・灯油1店更ll

卿下降品目

　　ティノシュペーパー・洗用台成

　　洗剤・灯油配達〕

131横はい品目

　　しょろゆ・サラゲ汕・食ヘン・てフ

　　ーカリン・牛才L・ハ々一・ラ・
　　フ『・カレーライス・小一支伝・理殻

　　料・バーマネント十・i・しキュラー

　　ガソリン・申自山。『ブロノ毫ンガフ1・

　　即席中．華めん・炭酸飲料

11上昇品目

　　しようゆ・テでノシュベーバー・

　　ラッヴ・カレー己ラでス・封摩愛判・

　　へ一マネント材・しキュラー一カソ

　　リン・ブロバンカフ、

12下降品目

　　砂糖・→十ラゲ1由・食ヘン・マーカ

　　リン・ハクー・洗濯用ドす成洗剤・

　　灯油1店頭・配1釦

B横はい品目　小髪粉・’卜乳・軽汕

消費生活モニター調査結果調齪職元年8月／日
き
　
　
ロ
　
　
ゥ
　

正
　
　
　
ー

塑　
　
　
　
　
　
　
耕

磁　　
　
　
　
需
皿
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
」

鼻
訓
…
－
殴

　
　
　
　
　
　
［

［

．
一
沸
王
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
』

　
　
　
　
　
　
　
　
」
－
　

　
　
　
で
一

　
　

り
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
・
亀

　
　
1
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　

チ
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
い

　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　

口

　
　
　

童
勧

　
　
ゆ

　
　
　
－
　

　
　
　
　
』
麦

」躍
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
口
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国
民
年
金

「
｝
ー
ー
マ
ー
込
選
知
響
に

　
　
　
ぐ
、
，
、
田
』
逼
”
は
ら
れ
ま
、
3

　
　
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
十
月
・

　
老
齢
年
金
は
来
年
二
月
か
ら
…
…
…

　
社
会
保
険
庁
か
ら
年
金
受
給
者
あ
て

に
送
ら
れ
る
「
支
払
通
知
書
」
や
「
振

込
涌
一
知
圭
目
」
〔
ハ
ガ
キ
）
の
左
側
に
、
十

月
か
ら
シ
ー
ル
が
は
ら
れ
ま
す
．
．

　
こ
れ
に
よ
り
、
支
払
開
始
日
・
年
金

の
種
類
・
年
金
証
書
の
記
号
番
号
・
金

額
・
支
払
（
振
込
）
金
融
機
関
名
を
他

の
入
に
見
ら
れ
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

守
ら
れ
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ル
は
、
一
度

は
が
し
て
し
ま
う
と
再
び
つ
か
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
十
月
か
ら
シ
ー
ル
が
は
ら
れ

る
の
は
、
障
害
年
金
と
遺
族
年
金
だ
け

で
、
老
齢
年
金
に
つ
い
て
は
、
来
年
二

月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
・
、

　　　劃呂f更はカ・き

　　　「　1　　　　　　　　　　　「

　　　　　
　　で「

　　I

届
出
し
た
て
し
ょ
う
か
？

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者

　会

社
や
役
所
に
お
勤
め
の
ご
主
人
の

健
康
保
険
証
（
ま
た
は
、
共
済
組
合
員

証
）
に
奥
さ
ん
が
「
被
扶
養
者
」
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
と
、
奥
さ
ん
は
、

　
『
第
三
号
被
保
険
者
』
と
し
て
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
寸
．
．

　
保
険
料
は
、
ご
主
べ
の
加
入
す
る
厚

生
年
金
や
共
済
組
台
の
年
金
制
度
全
体

で
負
担
す
る
の
で
、
ご
主
へ
の
給
料
か

ら
そ
の
分
を
天
引
き
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
：
ま
た
、
奥
さ
ん
自
身
が
納

め
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
、
，
．

　
し
か
し
「
第
三
号
被
保
険
者
」
と
し

て
の
届
出
を
せ
ず
二
年
以
上
過
ぎ
て
し

ま
ら
と
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
の
イ
、
」
、
忘
れ
ず
に
届
出
を

し
ま
し
ょ
、
つ
。

　
ま
た
、
ご
主
人
が
会
社
を
や
め
、
自

営
業
等
に
転
職
し
た
と
き
は
、
奥
さ
ん

の
国
民
年
金
へ
の
加
入
の
し
か
た
も
変

わ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
ど
き
に
届
出
が

必
要
な
の
で
、
忘
れ
す
に
市
民
課
国
民

年
金
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
、
、

年
金
を
受
け
て
い
る
方
か

　
亡
く
な
っ
た
と
ぎ
は
届
出
を
！

　
国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く

な
っ
た
と
き
は
、
遺
族
の
方
は
「
年
金

受
給
権
者
死
亡
届
」
に
年
金
証
書
と
死

亡
の
事
実
を
証
明
で
き
る
書
類
を
添
え

て
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
届
出
を
せ
ず
、
年
金
を
受
け
取

っ
た
場
合
は
、
あ
と
で
返
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
智
二
五
ー
二

一
一
一
（
内
線
）
一
三
六
　
市
民
課
国

民
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
．

巻
人
医
療
と
重
度
心
勢
瞳
警
着
の
．

　
　
　
　
　
　
　
医
療
費
の
助
成
紅
爵
い
ぞ

老
　
人
　
医
　
療

　
す
て
に
ご
存
知
の
よ
う
に
、
昭
和
駆

年
に
老
入
保
健
法
が
施
行
さ
れ
、
老
人

〔
恥
．
歳
以
上
〕
の
．
医
療
に
つ
い
て
は
、

こ
の
法
律
に
基
、
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
．
，
．
7
0
歳
の
誕
生
月
に
該
当
す
る
方
々

に
は
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
所
定
の

手
続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
．
，

　
誕
生
日
が
そ
の
月
の
1
日
の
方
は
、

誕
生
月
か
ら
、
2
日
以
降
の
方
は
翌
月

か
ら
該
当
し
ま
す
、
”
．

　
な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
6
5
歳

か
ら
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
、
．

肛
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

　
い
る
方
で
、
1
級
か
ら
3
級
・
4
級

　
の
一
部
に
該
当
す
る
方

　
☆
4
級
の
］
部
と
は
…

　
　
・
音
声
械
能
ま
た
は
言
語
機
能
の

　
障
害
に
該
当
す
る
方

　
　
。
下
肢
障
害
の
1
号
、
3
・
、
万
ま
た

　
　
は
4
号
に
該
当
す
る
方

②
国
民
年
金
障
害
年
金
の
1
級
及
び
2

　
級
に
該
当
す
る
方

¢
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

　
で
、
障
害
の
程
度
が
「
A
」
で
あ
る

　
方

唾
①
、

啄
、
③
に
相
当
す
る
障
害
を
有

　
す
る
方

　
該
当
す
る
方
は

　
　
　
　
　
　
障
害
認
定
申
請
を

　
該
当
す
る
方
は
、
受
給
資
格
の
申
請

を
し
て
、
受
糺
者
証
の
交
付
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
，
．

　
詳
し
く
は
、
市
保
健
衛
生
課
溶
二
五

－
二
二
一
へ
内
線
）
六
〇
五
へ
お
問

い
含
わ
せ
く
だ
さ
い

重
度
身
体
障
害
者
の

方
に
は
一
部
負
担
金

の
助
成
が
あ
り
ま
す

　
老
入
保
健
法
に
基
、
づ
！
N
老
へ
医
療
f
、

は
一
部
負
担
金
｛
外
来
1
か
月
へ
○
○

円
、
入
院
1
日
四
〇
〇
円
）
を
納
め
で
、

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

次
に
掲
げ
る
重
度
の
身
体
障
害
者
の
方

に
は
、
で
き
る
だ
け
医
療
を
受
け
や
す

！
、
す
る
た
め
、
そ
、
の
医
療
費
を
助
成
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
，
．

．
巾
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

　
い
る
方
で
、
1
級
、
2
級
に
該
当
す

　
る
方

2
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

　
で
、
障
害
の
程
度
が
「
A
」
で
あ
る

　
方

　
該
当
す
る
方
は
、

　
　
受
給
資
格
登
録
の
申
請
を
ノ

助
成
の
方
法
は

　
助
成
は
償
還
払
い
ハ
方
法
キ
亡
一
リ
て

い
ま
す
の
で
、
、
い
つ
た
ん
医
療
費
を
士
、
～

払
っ
ぐ
、
い
た
だ
き
ま
す
が
、
後
日
、
そ

の
納
付
相
当
額
を
お
支
払
い
い
た
し
ま

す
．
、
．

　
該
当
す
る
方
は
、
受
給
資
格
の
登
録

を
し
て
、
受
給
者
証
の
交
付
を
’
労
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
も
し
！
、
は
療
育
手
帳
を
持
参

し
て
！
・
．
だ
さ
い
．
．
へ
所
得
の
制
限
が
あ

り
ま
す
）

　
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
福

祉
係
奮
二
五
－
二
皿
一
一
（
内
線
旨
一

五
六
へ
お
問
い
合
わ
せ
！
・
、
だ
さ
い
．
”
．

老
人
医
療
受
給
者
証
の

更
新
は
お
す
み
で
す
か

　
昨
年
3
月
に
老
入
医
療
受
砥
、
稲
者
証
の

更
新
を
行
い
ま
し
た
が
、
ま
、
だ
更
新
の

手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
に

市
保
健
衛
生
課
窓
口
で
更
新
を
済
ま
せ

て
ノ
＼
だ
さ
い
。

※
印
鑑
、
保
険
証
、
受
砥
、
稲
者
証
を
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

”
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定期講座受講生募集

9月から次の定期講座を開講します。

講座名 講舗

雄中
心
号

＃
コ
三
目

　
－
鳥　
淫

　
書
匪

弓
田
。
＝

か
¢
天
り

璽
～　

道
」

　
馨

慧癒

期問
回数

卜R
I4回

L
回

～
　
け
（

　
子
　
伏

一
帽
彗

＋
…
臨

ワ
と
β
一

ゆ
■
鈍
』
り

士
有
｝
ガ
焦

曜日
時閤

韻

‡9蓬ll

ll：3u
　I5昌

隔 仁

正o指

　　講演会
○日時　1t帽3日㈹　午前10時～

○演題　『考えよう人生80年』

○講師

　養護老八、ホーム梅香園

　　園長　佐藤千栄子先生
　白石市働く婦人の家暦25－5095

教養講座受講生募集

勤労青少年ホームでは、各種教養

講座を開講しています、定員に余裕

がありますので次のとおり募集いた

します、

○青少年ホームバスツアー

　『花と味覚の山形路』

一毒癒｝触騰一講纈勢
獣1繕1．雛1、’篭

輻ンー・　謬壕竃一謹
牽劇堅、．猛’

がβ～　　　～［・　．　　舅
　臥　　E・　・．』・隠汐ユ櫨奪笥

o『ぶどうぢ守り』は、9月10日旧1に

　実施します。

講座名
瞬寵派若繍

裁洋

蔦圭
同

一茶道裏ヂ家流

料’　、理

社交 ダンス

P
華
∫ 遵轟、坊

韓小蹴

着　　付

昆』 　譲

曜日

・尺

木

塒　閤

Il・時分～
レ

募集人員

ケ
ロ

1略

7時～　’io名

6時～

、分り、
ウ時←！盆

7時一

ケ
ロ

lll名

男女都呂

5呂

名

7
口

lu呂

※若への皆さん、ホームを利用して

いる同世代のf中間と一緒に学びまし

ょう　勤労青少年ホーム姪25－37⑳

・彫・「・・簾β回臨翻醗萌慧療箇

鱒　　と『稗甲

第3圓．みゃき蔵f高原マろ』㌧大

会カゴ9目15日1祁己1に開fluさオします、．

スクートおよびゴー～レは、国立南

蔵王肯少年野営場になります

高低差の犬きい厳しいコースl　l⊃l

km、51・m、IQkm、2ukm、／・7し㍗・ゴ

すニアコース約51・1旧に豪脚、健脚

カゴ競わオLます

みなさんの温かい二声援をお待ち

しています、

なお、当日は午前11、1時から午後1

時まて＝吏通か麗制されますのて、お

早めにこ未場ください。

、主催　白石市。自石市体育協会、

　白石市観光協会、白石商工会議

　所、自石市農業協同組喬
・
、
実 施機関　、みやき蔵王高原

　　マ弓㌧㌧大会実行委興会
詐しくは、夫会事務局1教育委翼

会内1倉25－211h内線1411・41コ’、

お問い含わせください．

蔵王高原マラソンコース・交通規制図

　　玉訊’ 一 　　　｝　一

二蒔

匙

　　9月15目（祝）

　　10時～13時
〔交通規制区間

f3

国民健康保険被保険者証の更新をお忘れな：く！ゲ
国民健康保険に加入している方の、現在使用している

被保険者証の有効期限は、本年9月3（旧です，

g月21日から9月30日までの問に、現在使用している

被保険者証の更新をいたしますのて、指定の場所で更新

手続きをしてください、

修学、その他特別の事由により別個の被保険者証1巷・

日程と会場

または1坐の表示をしてあるぴ加の交付を受けている世

帯の方は、前もって二れら1塾の被保険者証と在学証明書、

または、学生証の写し、㊥の被保険者証をお手許に取り

よせておき、当日更新の手続きを受けられるよう準備し

てください。

更新の時持参するもの：印鑑・現在使用している被保

険者証・乳幼児医療費受給者証（国保）

月日1曜ノ

9月21日

　㈱

9月22日

　働

自
9
月 25日

　（月）

9月26日

．、⑳

実随場所

越河公民館

大平公民館

斎川公民館

大鷹沢公民館

白1【1公民館

犬卒都婆公会堂

小下含集会所

伍H副　∫ぐ！、ξ負官

深詮公民館

健康センク

時　 間 自治会名
”
越 河全地区

13：U｛）～16：しレり

9：0り一12：帆1

13：Q（ト14：00

9：01卜1：：：⇔0

13：00～16：00

9：00～1と：1）rl

13：00～161（ll）

9：：5Q～11 1：0Q

1〔1：30～ll：31，1

大平全地区

斎川全地区

大贋尺全地区

白川1、2、3、4、5

E川6、

乙
F

月日（曜）

9月26母

　㈹

上
ノ
沢

ー
口
巳
リ

ヰ臥
恨
網

浪
山
大

」
【

占
小
百
賓
呂

、
下
ぺ

先
、
、

琳
原
下
西区上、西区下、南、

東、北

鷹巣、寿山、旭町、緑

か丘

戸！

19月2循、

　・㈱

実施場所

小原公民館

明戸集会所

時　 間

13：00～14：UO

14：2け一14：51）

4・気1呆斗縷会所卜15：10～15：40

健康センクー

三住研修セ汐一

不忘研修センクー

』1：uu～15：し）u

～

11：0り～11：30

「
長
峰 分校口4：㈹～14：馴

・健康センター

㈱

働
・

朔3囎
』仕）

”

〃

〃

9：〔レo～15：00

gl⇔o～15二㈹

9：0い～15：00

9：00－ll：oo

東、塩倉、中北、新町、

猿鼻

自治会名

赤坂、明戸、湯元

小ラ、保平

南町、田町、本町

三住

蔵王

亡
心不

川原r
rl1旺狂、長田∫、亘理田丁、

短テ町、新町

西益岡、中益岡、東益岡、

“1水小路、寿町、柳町

ノド郷第1、2、3、4、

郡山、 1二郡山

更新できなかった入

乳幼児・重度心身障害者

　および母子家庭医療費受給者証

　　の更新手続きを忘れずに！！

皆さんが現在便用している乳幼児・

重度心身障害者旋ひ母子家庭医療費

受給者証ゐ有効期限は、平成旭年9

U30日まてとな4ています、ゐて更新

．㍉手弓、1Lきをしで1ださい、

r手続に必要なもの

日程と会場

・現在f吏F目している’…乏糸缶者言止

・健康保険者証

・源泉徴収票q．IJ年り戸または、

く所得制限の基準額〉

乳幼児・母子医療費所得制限基準額表

㌔
扶
養 親族

等の数

旦

1

『4・ρ

所得額

δ4リ
一

S『
04ソ

騨

2．7と8

等の数

．
h
冒

8
冒
［

所得額

　臼1

4．17呂

4．46δ

受けて4、備して1たさい

「π蕾「　日　時　間
　　　　ヤ　越一　　河
　『　　　　ロ　　ロ

　　　　r斎．　、、川
　　　　　白　　，」實

場 所」
g月13日　し1時～正午 越，日∫事務連畜所1

　　　　　　　　　　　　→　”　　　　　　　膚lll「1筋i虹1各所

　　ニ　〃」」坐蘇L里髄塾絡1勾

1：重度心身障害者医療費

　　　所得制限基準額表

鷺…礁繊1醐
、・◎き

　2．毘b　　　　一1』

　　　　　　
6『15り

琶
障

垂 　
し

　
、
　
一

　
一

　
『1

　
『
　
　
　
　
『

1

　
『　
一

｝　
P

巨8豊りの一

不明な、点．は、r

祉f系智25　211！q勺肋9！56・＼才5問い

合わせ1たさい

ガ2



ぼしゆう坂
　　　　　　　　擦

●『健康にやせる教室三

●在宅重度身障者（児）ドライブ

　　　　参加者を募集します

　社団法人宮城県身体障害者交通安

全友の会白石支部では、在宅重度身

障者（児）のみなさんと保養をかねた

ドライブを実施します。お気軽にご

参加ください。

○日時　10月8日（日）9時出発

○集合場所　市役所前

○募集人員　10組

○参加方法

　重度身障者（児1本へと家族付き

　　添い者

○コース

　東北サファリバークと霞が城公

　　園（二本松市方面）

○申込み

　　9月25日までに交通安全友の会

　　白石支部長・本多保一費25－94

　88へ申し込んでください。

●「うぐいす会』・「ますおか友の会」

●家庭介護者教室の開催と

　　受講者募集について

　運動不足やカロリーのと1）すぎで

肥満体の人が増えています。

　太っていることは、今日では成へ

病に直結する危険因子のひとつにあ

げられています。

　太りすぎを解消する食事や運動・

生活について学び、太りすぎの解消

に取り組んでみましょう。

O対象者　市内在住で肥満度3090以

　　　　上の方
○日時　　11）月26日～平成2年2月

　　　　15日の間に6回講習会

　　　　9時30分～14時
○定員　　40名

○内容

　・ヘルスチェ・・ク・血液検査・調

　理実習・軽運動・医師、保健婦，

　栄養士の講話。

○参加費　1，01）0円

○場所　　白石市健康センクー

　申テムみは、1し1月6日（）までに保1建

衛生課盈25－2111（内線）606・607へ，，

●職業の自立をめざす

　　　障害者の皆さんへ

　平成2年4月入校生募集

O訓練科目　工業モテノし、ビジネス

　文書、フィニ・レPシュアート、経

　理事務、電子機器、機械製図、

　　金属加工、ミシン縫製、コスチ

　　ユームリフオーム等19科目

Q訓練期間　平成2年4月から1年

　聞1義肢装具科の、み2年間1

0募集開始　　9月6日

o募集締切

　　　　　　1〔」月31H

　一般第一次　12月25ヒ［

　一般第二次平成2年2月26日

※授業料は無料です，公共職業安定

所の指示を受けた場含は手当が支給

されます。寮の設備もあります。

　詳しくは、公共職業安定所または

〒187東京都・j・平市川西町2－34－1

国立・都営東京障害者職業訓練杖

　盈0423－4！－1411へお間い含わせ

ください。

f5

　　　　会員募集について

「うぐいす会」

　こころの病気を持う八の家族の集

まりです。病気の亮服と家庭や社会

で生活できるように援助することを

目的としています。

　同じ悩みを持つ家族同志なら、ど

んな悩みや苦しみでも理解しあえる

ので1まないでしょうカ・。

　ぜひ、ご参加ください。

　○行事年3～4回
　Q年会費　1，1）り0円

「ますおか友の会」

　こころの病気の方の会です。家庭

や社会の中で楽しく生活していくた

めに、スポー’ソやレクリエーション、

話し含いを通して悩、みや苦し、森を語

りあえる友だちをつくりましょう．

○行事　！月・8月を除く毎月

　　　　　　　　1年1り回l
Q参加費　当目4（川円

　詳しくは、仙南保健所白石支所

盈25－21U7、保健衛生課盈25－2111

1内線刷6へお問い合わせください．

　ボランティア募集について

　デイ・サービスセンター吹上荘で

は、市の委託事業として家庭介護教

室を開催します。家庭介護の知識と

技術の修得により、日常介護におけ

る問題を多少とも解決することを目

的としています。

○日時①10月21日吐）10時～15時

　　　②11月18日｛土）　　〃

　　　③12月16日（土）　　　〃

　　　1乎1月2〔旧（土）　　　”

○場所　デイ・サービスセンター吹上荘

○費用　700円〔食事代30（）円、初

　　　　回テキスト代4〔）0円1

0定員　25名

o交通　市役所前から送迎します。

　　　　〔市役所前9時15分出発1

ボランティアの募集について

　ディ・サービスセンター吹上荘で

は、市内のお年寄りの方か毎日通所

され、楽しい一日を過ごしています。

　そのお年寄りの方々と一緒に楽し

い時間を過ごして頂けるボランティ

アを募集しています。

○活動内容

①話し相手

（◎ゲーム等の手伝い

⑥入浴時の着脱衣の手伝い

　申し込みは、ディ・サービスセン

ター吹上荘恩24－55し脳内線）7、社

会福祉事務所a25－211／1内線ll55へ。

●自衛官を

ヂ皿讐撒能議センす；礪瀟修受講募集
チ

　新しい時代に向けて、自己啓発や

技術の向上をめざす方は、ぜひこの

機会に研修を受講しましょう，

　詳しい内容については、雇用促進
L＿＿）＿＿＿＿、＿

　　　　募集しています

○応募資格

　　18歳から25歳までの者

C・身分　特別職国家公務買

0待遇　初任給は月額ll5，（1⑳円、

　［∫方偉f盾二坤我員糸合与法により定其月昇

　給1年1回）、富与1年3回4．9月

　　分19～12かriで昇給125，〔肌1円

詳し1は、市民課盈25－2111または、

大河原募集事務連絡所盈喫咀一53－

2！85へお問い合わせください

　　　　　　　　　　　　「

事業団宮城技能開発センクー開孔長

助課費0222－362－2254〒㌔185多賀城

市明月2丁目2－！へお聞い含わせ

ください

仙南リサイクルセンター（粗大ゴミ等の処理施設）

　　　　　　　　　　　　　　　　10月3日運転開始1ノ

●放送による東北大学

　　　　開放講座生募集

　ラシオ講座（東北放送）

　『老年期』　〔13回）

　　1（1月15日～12月17日1毎日曜日）

　　　午前8時～8時45分
　テレビ講座（東北放送ノ

　『みちのくの建築

　　　　…風土と景観…』　（13回）

　　11，月7日～12月23日（毎土曜日）

　　　午前7時～7時45分

1二定員　各講座100名

C・申込方法　希望の講座を明記し、略

　歴書1通と72円切手を添付のこと．

C一締切　9月18日（月1

　詳しくは、〒980仙台市青葉区川

内、東北大学教育学部附属大学教育

開放センター盈1）22－263－643（1へ。

公民館だより

　　名作映画鑑賞会

　感動的な名作映画を鑑賞する二と

により、豊かな心を養い、映画のよ

さを見直してもらうために開催しま

す。入場は無料です，お誘いあわせ

のうえご来場ください、

○目時　9月5日1火）

　　　　午後6時～8時45分
○会場　白石市中央公民館大ホーノレ

○上映作品

　『き7冠ま唾kプノよっに

　　　　　1117分　ヵラー’

「お父さん、お母さん、

　僕、生まれてきてよかった！

　わすかしか時間はないけれど

図書館からのお知らせ

　こころ豊かに生涯読書

　　いよいよ秋、読書が楽しい季…鎌jで
…
。
1

す「何かしたいと郡とき、ます図
目書館／＼お出力・けください。

　　教養書から実用書、幼児の絵本なil

　どいろいろな本を用意して、皆さん

のご利用をお侍ちしています、

ドi

，ぜ1

「F

・i

r
r’

　／鳶月（T／1柚

　いよいよ二学期です。低学年4）工

作の乍を集めました。幼稚園、保育

園、’1・学校低学年の子どものいる家

庭「）方におすすめします。

川アイテfアr作1毛

121　　　〃　　　　121

11二1）　　　　　〃　　　　　13

ゆ3歳児のためのアでティア工作①

61　　　　　　　〃　　　　　　　　（ウ1

〔印　　　　　　　〃　　　　　　　　rつI

lDせいさ（あそ伊T

l呂1　　　〃　　　12

酬　　　〃　　　弓

1袖おりか、みじてん

llPおりかみあそび1
q21　　　　〃　　　　　12

qン1〕　　〃　　13

肺壁面せいさく

　　白石市図書館

　　　　費26－3004

二』弟L川レベリ耳’、4コ幽、会

　Il偏1、作品vう募集について

　宮城県図書館主催「手つくり絵乍

展示会」の出品作品を募集していま

す。多数の応募をお侍ちしています

　作品は、9月8日（細までに、白石

市図書館へお持ちください。一括し

て県図書館へ届けます

※宮城県図書館の展示会は、1（〕月21

日〔D～11）月29日（1『1、たブごし、　1（〕月23

日（月）は休館です

　二の青い空と風の中で・・…一

精いっぱい生きていくんだ！

　進行性筋シストロフィー症と

　精一杯闘いぬき、ついに力つ

　きた17隼の短い生命”

○出演　和泉　雅子　　中山　　仁

　　　木原光知子　　上條　恒彦

　　　長門　裕之　　田村　高廣

　　　　　　　　　　　ほか

難麺量『 襲
勢

論・　

　　　　　　　　　　　　噸L，

図rll：館1州j案！’寸

○開館時間

　月一ニヒ日窪日　 90寺～16日寺55分

　1ヨII崔日　IUμ寺～16H寺

○休館日

　9月15日・23日・3Q日

～／、l」し川1、勲川、ノ・お与、liドと・

　　10月1日（il）一10月10日（’IJ

　　レよ　　曝書のため休館します、

新着図書案内（抄）
調整の時代　　　　　　　小匠、1　明

話題から学．、，恕法　　　　西　　　修

カノ弓η、己行・r延！〕細ii芭を行1

　　　　　　　　読売新聞仕編
企画は街にあリヒトにあり　水喜　習平

あなたも「発想力、豊かなノ～

　　　　　　　　　保坂榮之デr
もう一度読む　　　　　高卜H　宏

のひゐひ」、育てQ＆へ

　　　　1財1幼少年教育研究所欄
すまいをつ・、る・え許，．、二Q＆へ

　　　　　　　　　山餐　公善
自分を最高に活かず

　　　　　　　D・ウニイトリー
遺言書二う書き与と虻例　　牛鳴　　勉

千レ字：カ・ウ宗教力・一’　　　　　橋仁　　　f建

ウ・卜・ケ巧ツトの謄仁　f『1二

　　　　　　　　　森1拷，一男

日本経‘斉読乍　　　　　　金1材．　矢雄

スーヘーに負けない

　もうかる小さな‘店つ：り　藤井　 亮蔵

街を創る夢・商へたち　　‡：間　健彦

ノ、闇を口売む　　　　　　　　玲†寸　　悠

σ葉峯段ノ＼事件　　　　　　　栄

盒授拒舌を考える　　　石田　一・宏

星空へ！功1、　エリ廿・＼一1・ムFしテrレ

予どもとゴ早…しむド｛烈ミと牛・

　　　　京都手』・、，売み物研究会編

毛・豊力・に宅きる本　　　　公方　俊良

今・から力台める　　　　　　　石川　　洋

幸福村　　　　　　　　　、寸替・1節チ

ときには奇跡を

　　　　シエニ・つアー。ウニこ．スト

赤ちゃλ！ン知能を1申はすず3．れちい遊ひ

　　　　　　　　　向井　正之

みんなの図書館
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、灘灘難灘崇懇　　、☆一｝1
の通行を妨げる路上駐　美しい町にしましよ△島、羅蹴翻、1騨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s〆凌

　　　　　、』■闘齢　　脂　、、團，

　　　　　　　　　　　　　　　　）　　署麟、　、塗　　造成L事の安金祈願祭が門係者τ集めて行われました・

　　　　　一㌍　’ 『－’｝－『淳　監罪鄭　　　　一・　　駆繊　　羊ゴ望な企業の進出により、白石の発展が期待されます，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸　　　　一脈 ’　．、、　罪野＿干、乙頴　一’　　，．．，＝雪摯ド月・

おしらせコーナー

　　　　　、、藻轟鞠1瞬議簸1二
　　　　・三許比、菱、壌聾磯づ噸曙、I

年を　　ウ開催日時・場所

三展」　　　　　9月9日（1：）　13時～16時

　　　　　　仙台市青葉区一一番町3丁目7－1

　　　　　　電力ヒ呵階矧一／フラサホ司し

“、　（壽購，i購寡方は・白）

　　　　0相談内容
　　　　　　商取引き・不動産取引き・金銭

市ヒ　　　　問題1取、旦（等い交通・1季故）7レ1瓦ロ，ぺ

風土　　　　　各種拙害、i肖求等、姦なさんめ身近

　　　　　　かなところておきている民事間

咽　　題に拗団楓り込んで巨ヨって
凹　　　　　 いることキ、’村i談くだざい

到・二 宮城県警・f麟護士会美催

　（1円I　　　IP棚談は、警察ゐ抑当者と弁醸士
一＿…　　κ’・1胴て受けます

　　　　　に1栢i、i炎者』庫ピ密；は厳r子しま1一

事量．　　　翰柑、淡は無料てす

係　　　、副曽＼は、県警捜細第二課暦oコ2一

い喬　　221一7171 内111すil28邸一昏，または白石

　　　　，1瞥1署IH！串課費25 21，1‘』i 内線131二1へ。

1宮城写真コンクールJについて1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三
　　　　　1粘1二1狼りま寸’　　　　　　　　　　｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ1卜1川　 送り先　　　　　　　　　　　l
L！，し内　　　〒9瀞仙台r出I」葉区1こ町3一紐　　1

　イ溌　　　　　宮城県広倒1卜芦，会　　　1
耳II　　　 締切日　11哨温L［、巳盾、うこヒ　　　1

　　　　・・トし（は・宮城県広報1絵倉〔122－i

ノノのf’卜　211 2＝84・＼お問い含わせ・、たさい1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
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試験日時　1（1月22日〔I　D　　　　　　　　　N　H　Kでは、仙台rl∫制1川1占jf

　　　　　午後1時30分～5時　　　　記念1』：「i量代絵画東北．qoo年

1試験場所　仙台市l　l藁区’ゴ葉山2　　　を聞filコ’ます

　　　　　　1山台商オ≦高等学伎　　　　0会場　宮城県婁術館1仙台r極

試験科目　　　　　　　　　　　　　　∩会期　』川！5日1．栂～10月29日II

〔D行政、書1：トの業務に必要な法診　　　　　　　1月曜日・loll　ll目は休歪！

1コー般常、蹟　　　　　　　　　　　　Q展示内容

し　『r生曝oげ㌃：程度1　　　　　　　　　　　6⇔作’家lo⇔余、点♂’f1㍉冒1を展不

受験申込手続　　　　　　　　　　　　　　　白然●し振占’1＼問f象。都市ヒ

　受験願書、履嘘，葺、受験資格を　　　　　モクニスム・剖造の中の風1

　，i吐明する，彗＝面、写眞、受験手数　　　1シ入場料

丁爾示『再
当日巨型型1翌1哩翌

羊瀞灘篇娠霜1㌧二、 　　瞳上・型控型窒

　㍗：轄成1’r鴇惹矛葦剖ほ也方言1艮行政第一一侍・　　　　　　　　　電じ11体はコo芒，以1二
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受験申込手続

　受験願書、履嘘，葺、受験資格を

　，i吐明する，彗＝面、写眞、受験手数

　手15．00〔．1円1宮城県収べ証紙1他

受付期間　ト川！日～91」20日

　　1日曜、祝日、第2土曜を除・｛

受験手続等については下記へ，

〒980仙台Ii」肴葉1《本田担一S－1

　㍗：轄成1具糸惹矛葦剖ほ也方言1艮行政第一一係

　　留022一ヱll－231：定

マ21サージ鰍の□
＿．，　一お知ら牲

lllけ1法1、宮城県針り隆・マ　ザー

ン師会臼石支会ては、次．丁吐おりマ

廿一ンゐ卸料　仕を仔ないます

お気軽においてくたさい

・日時　～ロモll5H甲

　　　’1二後押、卜午後一1鯖

場所　自f団1とノ＼福言ll．セシク…

　　i福岡蔵Mレ草1師堂智5 3hllO

対象　市内白、住ゐ6耐4以」1の1∫

　10月1日は商業統計
　　　　　調査にご協

　　まちの話題
　　　　　白石市健康まつり一開かる

7月30日、東中学校においてソフトホールと家庭バレ

ボールの熱戦が展開され、大鷹沢いノフトD斎川（バレ

1が優勝し、大河原管内大会1村田1の出場権を得ました，
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　　　　柔道●剣道スポーツ少年団登別市訪間・！・囎懸．1

櫛糧爆鞭蕊ll繋き，、、誕 灘
、

響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛胤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、犠1、釜も．、聾欄．・

おしらぜコーナー

輿回社禦鰻響 甦藝塁政を璽レて
実施ゆ瞳一　．醸蚕魔・1面百痛

り
、
　
　
　
　 宮城県ては、県民参加の開かれた

仕活　　　県政をE甘旨して、』F成1し年1い月1日

　　　　から情報公開制度を実施します

合会　　　　情報公開制度とは、県か作成し、

75単　　　または、取得した公之書などゐ情報

画に　　　を県民の皆さんの申しIllに1，藤して原

　　　　則として公開する制度です

等奉　　　窓口は次のとおりです

・た　　　　県政情報センターd’，！庁内費0認一

　　　　211－22631

一一　　　大河原地方県政情報コーナー1大

rr　　　河原合・庁内費0224－51弓一311P

小礁魏彫有状況の

でお困Pの方へ
通事故無料相談

　自動卓事故

め一自動申事

一
ご

を設置し

L・ます　 才5農て

　なお、電∫！u

います

・二相談日　卜1

　全国の老ヘケラフの提携により、

「仕会奉仕の日」を設定1一、1仕IJ

動を実施しています．

　今年も、白百市老1＼クラフ塵合会

ては、9月20日を中心に、市内75単

位乞入フラヴて、それぞれの企画に

より奉仕活動を実施します

　乞ペブラフ会員の除草や清十，tl等奉

仕活動を見かけたら、心の二も一、た

声をかけてください

　　　白石市仕会福祉事務所一一

消費秘に？いτのあ知域せ

　　　　　大河原税務勧b’

　ご肖費彩亡磁：多セ申告・書二♂号是出　・糸内f寸期

1果、およひ、消費税！）各種届昌i書の

提出期限は次、1）とおりです

く早急に提出の必要なもの〉

　　課税事業者は「，某税事業者届出

　　　書’」　！オ是出

〈10月2日が提出・納付期限のもの〉

　ユ簡易課税を選択されるナ∫はド簡

　　易課税制度選択届出書」の提出
　・魯 免税事業者で課税事業者を希望

　　なさる方は「課税事業者選択届

　　出書」の提出

　・514月～7月決算二法へ、7♪消費税確

！田け婦ま’ぺのとおりて一1つ『　　　　　　　　自車り卓事1片女によるf判」亀．7扇肖求のた

急に提出の必要なもの〉　　　　　　め一自動申事故保険，i肖求相談セ／ク

課税事業者は「課税事業者届出　　　一ごを設置し、無料て相、談に応r『て

　書’」　！オ是出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　います　　お気弔産に二相，　（たきい

月2日が提出・納付期限のもの〉　　　なお、電，，、、によろ相．’、にも応1ーて

簡易課税を選択されるナ∫はド簡　　　います

易課税制度選択届出書」の提出　　　・二相談日　卜1曜～金曜日

免税事業者で課税事業者を希望　　　　　　　　　　つ時3Pか～16時40分

なさる方は「課税事業者選択届　　　：弁護士相談日

出書」の提出　　　　　　　　　　　　毎j固水曜日　B時～1611寺

4月～7月決算二法へ・7♪消費税確　　　　　　註冒祠・』1よ、叶上F目本損害二保1・6～協、会

’定巾告』書㍉乃才是，E島と示内付’　　　　　　　　　　　f山台r］重り卓侍ヨ；竜、詩；寸《村1、、」くセニ　クー

！ゴくは、大河原税務矧肝1諮ll門　　〒㌧180仙flllfllj・葉K中IIに 唱一lll

24－5コー21」02まプこは季尾矛芳村購炎：4’　　　歪獄122一一と＝2－0737一、才5『瑚い合・ズ、一ぜ・1

2－221－3007。〔、122－227－9102ズ＼　　　　　　　ノずと㌧』

　農地法第84条の規定により、平成

元年δ月1日現在の小作地の所有．り1

況について次の、ヒおり縦弛を行いま

す、

　なお、電話での問い合わせには1，さ

じられませんので二了アfくくたさい．

○期間　9月1日～9月30目

　〔目職！・祝日を除く執務時聞内1

ウ縦覧場所

　　自石市農業委員会事務局

　詳しくは、白石市農業委員会事務

局智25一一2111（内線1231’＼

　　　詳しくは、大河原1

　　盈0224－5コー21」02まフ

　　費022辺21－3007・022一

能大会」

石市中央公民館大ホール

騰鰯亘、．、軸』

電話加入権の公売について

　市税の沸納処分による電話加1＼権

の公売を11帽上行」頃実施する予定で

す　公売日時、場所、公売電話り1戸＼

権数、公売価額等については、g　l二1

下旬に市没所前、ハ掲示板に公充の公

示をします

　なお、言羊しくは税務課管ま里f致収係

低25－211！1内線）144・145ま
でお間い合わせくたさい．

朋鯛ぱ蹴楚櫛遡の
神鞭轡ノ1琶奪磨『・

　口座振替をご利用の与は、碩金の

現fド寓を早めにご確認ください

　　「第19回宮城県民俗芸
f711月11日因13時30分～於白



今月の休日当番医
3日

　内科　大沼医院　　　費25－2502
　外科　刈田病院　　　費25－2145
　歯科　白石中央歯科医院

　　　　　　　奮24－5554
10日

　内科　広瀬医院　　　盈25－0238
　外科　堤医院　　　　費25－1181
　歯科　岩田歯科医院　費25－2191

15日

　内科　三浦クリニック費25－6854
　外科　斎藤医院　　　費25－1221
　歯科　高沢歯科医院　費25－5220

17日

　内科　刈田病院　　　容25－2145
外科　刈田病院　　　雪25－2145
歯科　小野歯科医院　費25－8007

23日

内科　海上医院　　　a25－1501
外科　やまや婦人クリニック

　　　　　　　鐙25－0088
歯科　高橋歯科医院　君26－3543

24日

内科　柿崎医院　　　a25－2210
外科　銭谷医院　　　雪25－2010

・歯科　亘理歯科医院　費26－2563

10月1日
内科　亘理医院　　　雪25－8501
外科　刈田病院　　　盈25－2145
歯科　富岡歯科医院　盈24－4362

※都合により変更になる場合もありますo・

市内の交通事故’

　7／16～8／15　（）は累計

　う安全で快適な

　　交通社会を

　　つくりましょう！ノ

　　　事故発生件数

　　　　45件
　　　　（261件）

　　　　死亡者数
　　　　0人
　　　　（0人）

　　　負傷者数
　　　　18人
　　　　（92人）

　　　　セ　　　　物損件数

　　　　33件
　　　　（191件）

9月の定例相
相談区分

市長相談

人権擁護
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15：00

10：00～
15：00

13：00～
14：00

10130～
11：30

10100～
15：00
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15：00

場　莇

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室

白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室

白石市役所1階
7肖費生才舌†目高炎室

福祉事務所

自石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室

談日

青少年
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結婚、離婚、遺産相続
借地借家、雇用、差別
待遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活…
般

補聴器の修理、調整な
ど

法律についての困りご
と

身体障害者精神薄弱者
の生活、職業、結婚等

電話相談にも応じます費25－2111（内線）351

9：0〔）～
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桑鑑

　8月20臼、白高ブールにおいて

水泳大会が開かれ、9イムが競わ

れました。選手たちは、日頃の練

習の成果を遺憾なく発揮し、自己

記録の更進に全力を尽し、盛んな

応援を受けていました。

競技は、百・二百メート・ルメド

レーリレーや、クロールなどの個

人競技で、主な出場選手は小・中

学生でした。今後も大記録を目ざ

して練習にはげんでください。
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